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捨 石

幼生のハビタット：沿岸域 
 
・浮遊幼生の成育場 

ハビタット：護岸直下＝生息基盤＋生物の利用状況 
 
→ 生息基盤：捨て石、カキ殻、綱矢板 
→ 生物の利用状況：（イシガニを例として） 
             稚ガニの成育場、隠れ場、 
             成体の餌場、産卵場 

産卵 
浮遊幼生 

生物が生息に当
たって、依存す
る物理的な基盤 

主な生物の利用状況。 
餌場、産卵場、隠れ場等 

直 
 

立 
 

護 
 

岸 

ハビタット ＝ 生息基盤 ＋ 生物の利用状況 

ハビタット（生物の生育・生息場）の概念 

 

② 海生生物のハビタット 

塩浜 1 丁目周辺域における海生生物の生息基盤となる海底地形・底質の分布状況と、海草藻類及び底

生動物の生育・生息分布状況から、当該海岸域における典型的な海生生物の生育・生息場（＝ハビタッ

ト）の区分を行い、ハビタット分布図としてとりまとめる。 

直接改変域とハビタット分布図を重ね合わせ、直接改変により消失、又は縮小するハビタットの面積

を算出し、海生生物のハビタットへ与える影響について予測・検討を行う。 

以下に護岸直下を例としたハビタットの概念図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、ハビタット区分及び塩浜 1 丁目周辺域のハビタット分布図については、海生生物の季節変動を

考慮する必要があるため、冬季調査終了後に、地形測量結果、底質調査結果、3 季分の海生生物調査結

果を合わせて作成を行う。 

 

(2) 間接的な影響 

1) 重要種 

 改修後の護岸構造が地形・底質に与える影響の予測結果から、影響の及ぶ範囲に生息する重要種

への影響の予測検討を行う。 

2) 海生生物のハビタット 

 改修後の護岸構造が地形・底質に与える影響の予測結果から、対象海域のハビタットへの影響の

予測検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

④

改修後の護岸構造が地形・

底質に与える影響範囲 

① 重要種 

改修後の護岸構造が地形・底質に与える影響の予測範囲と、予測範囲に生息する重要

種の確認位置を重ね合わせ、重要種への影響の予測検討を行う。 

② 海生生物のハビタット 

改修後の護岸構造が地形・底質に与える影響の予測範囲と、対象海域のハビタット分布

図を重ね合わせ、重なり合う面積を算出することで、海生生物のハビタットへ与える影響

について予測・検討を行う。 

重要種の
確認位置 

間接的な影響の予測検討イメージ 

護岸直下 

 

澪筋底部 

 

泥干潟 

 

シルト域 

 

砂底域 

ハビタットの凡例 

①

②

③

④

⑤

①

②

③

④

⑤
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5.4 水鳥 

工事中の予測として、対象海域で確認される主な水鳥の飛来時期と施工時期の関係及び分布域と施工範囲の関係等を整理することで、護岸工事が水鳥へ与える影響について予測・評価を行う。 

また、改修後の護岸の水鳥の利用についても予測検討を行う。 

三番瀬における主な水鳥の確認時期と工事時期の関係（イメージ） 

主 な 確 認 時 期 
主な水鳥 

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

カモ類等 スズガモ             

 ハジロカイツブリ             

 カンムリカイツブリ             

シギ・チドリ類 ミヤコドリ             

 シロチドリ             

 ミユビシギ             

 ダイゼン             

 ハマシギ             

 トウネン             

 メダイチドリ             

 キアシシギ             

 キョウジョシギ             

その他の種 コアジサシ             

 ウミネコ             

 ミサゴ             

 カワウ             

 オオバン             

海上工事 
海側Ｈ鋼施工，捨石の投

入，被覆ブロック施工  等 
            

陸上工事 陸側Ｈ鋼施工，被覆ブロッ

ク施工   等 
            

 

 

 

5.5 景観 

護岸構造が最終決定したのち、主要な眺望点を設定しフォトモン

タージュを作成し予測・評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋から春に確認 

 平成 19 年度調査 
 

密度は次式により求めた円の 

大きさ(直径)で表現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準値 1以上の場合 x=10d-1 

上記以外の場合   x=d 

x：密度(個体数/100m2) 

d：直径(cm) 

d≦0.1 の場合 

d=0.1 で表示 

2 

 

1 

 

0.5 

事業対象範囲：L=約 600m

施工範囲と水鳥の分布範囲（イメージ） 

スズガモ 

トウネン 

水鳥に関する予測検討イメージ 

現況の塩浜 1 丁目の景観 

塩浜 1 丁目 

事業対象範囲 L＝約 600m 

写真 2

写真 1 

写真 1 写真 2
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ベルトトランセクト法による目視観測結果 

 

夏季調査結果（平成 22 年 7 月 26 日～28 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋季調査結果（平成 22 年 10 月 13 日～15 日） 

巻末資料 

注）重要種の根拠資料 

環境省 RL ：環境省（2006）環境省報道発表資料 鳥類、爬虫類、両生類及びその他無脊椎動物のレッドリストの見直しについて（平成 18 年 12 月 22 日） 

環境省（2007）環境省報道発表資料 哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物 I 及び植物 II のレッドリストの見直しについて（平成 19 年 8 月 3 日） 

千葉県 RL ：千葉県（2006）千葉県レッドリスト動物編 2006 年改訂版 

       千葉県（2004）千葉県レッドリスト植物編 2004 年改訂版 

WWF    ：（財）世界自然保護基金日本委員会（1996）WWF Japan サイエンス レポート 第 3 巻 特集：日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状 

SL-1 SL-2 SL-1 SL-2 環境省RL 千葉県RL WWF
緑藻植物 ｱｵｻ アオノリ属 ○ ○ ○ ○ － － －

アオサ属 ○ ○ ○ ○ － － －
ｼｵｸﾞｻ シオグサ属 ○ ○ ○ － － －

紅藻植物 ｵｺﾞﾉﾘ オゴノリ属 ○ ○ － － －
ｲｷﾞｽ イギス科 ○ － － －

SL-1 SL-2 SL-1 SL-2 環境省RL 千葉県RL WWF
刺胞動物 不明 ヒドロ虫綱 ○ ○ ○ － － －

ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ タテジマイソギンチャク ○ － － －
不明 イソギンチャク目 ○ ○ ○ － － －

環形動物 ﾅﾅﾃｲｿﾒ スゴカイイソメ ○ ○ － － －
ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ カンザシゴカイ科 ○ － － －

軟体動物 ﾀﾏｷﾋﾞ アラレタマキビガイ ○ － － －
タマキビガイ ○ ○ － － －

ｱｯｷｶﾞｲ イボニシ ○ ○ ○ ○ － － －
ﾑｼﾛｶﾞｲ アラムシロガイ ○ ○ － － －
ﾌﾈｶﾞｲ サルボウガイ ○ ○ － － －
ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ マガキ ○ ○ － － －
ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ホンビノスガイ ○ ○ － － －
ｱﾒﾌﾗｼ トゲアメフラシ ○ ○ － － －

節足動物 ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ イワフジツボ ○ ○ － － －
タテジマフジツボ ○ ○ ○ － － －

不明 異尾亜目(ヤドカリ類) ○ ○ － － －
ﾜﾀﾘｶﾞﾆ イシガニ ○ ○ － － －
ｲﾜｶﾞﾆ ケフサイソガニ ○ ○ － － －
ｸﾓｶﾞﾆ クモガニ科 ○ － － －
ｶﾞｻﾞﾐ タイワンガサミ ○ － － －

原索動物 ﾓﾙｸﾞﾗ マンハッタンボヤ ○ － － －
脊椎動物 ﾊｾﾞ マハゼ ○ － － －

スジハゼ ○ － － －
チチブ属 ○ － － －
ハゼ科 ○ － － －

秋季調査2010年10月13日～15日
重要種

種　　名

測線 潮間帯 重要種

測線 潮間帯

秋季調査2010年10月13日～15日

門

門 種　　名

科

科

SL-1 SL-2 SL-1 SL-2 環境省RL 千葉県RL WWF
緑藻植物 ｱｵｻ アオノリ属 ○ ○ － － －

アオサ属 ○ ○ － － －
ﾊﾈﾓ ハネモ属 ○ ○ － － －
ｼｵｸﾞｻ シオグサ属 ○ ○ － － －

紅藻植物 ｵｺﾞﾉﾘ オゴノリ属 ○ ○ － － －
種子植物 ﾋﾛﾑｼﾛ アマモ ○ － 一般保護生物 普通

SL-1 SL-2 SL-1 SL-2 環境省RL 千葉県RL WWF
海綿動物 不明 海綿動物門 ○ ○ － － －
刺胞動物 ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ タテジマイソギンチャク ○ ○ － － －

不明 イソギンチャク目 ○ ○ － － －
環形動物 ﾅﾅﾃｲｿﾒ スゴカイイソメ ○ ○ － － －

ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ カンザシゴカイ科 ○ ○ ○ ○ － － －
軟体動物 ﾀﾏｷﾋﾞ アラレタマキビガイ ○ ○ － － －

タマキビガイ ○ ○ － － －
ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ シマメノウフネガイ ○ － － －
ｱｯｷｶﾞｲ アカニシ ○ ○ － － 危険

イボニシ ○ ○ ○ ○ － － －
ﾑｼﾛｶﾞｲ アラムシロガイ ○ ○ － － －
ﾌﾈｶﾞｲ サルボウガイ ○ ○ － － －
ｲｶﾞｲ ホトトギスガイ ○ ○ － － －

ムラサキイガイ ○ － － －
ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ マガキ ○ ○ － － －
ﾊﾞｶｶﾞｲ バカガイ ○ ○ － － －

シオフキガイ ○ ○ － － －
ﾏﾃｶﾞｲ マテガイ ○ － － －
ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ホンビノスガイ ○ ○ － － －
ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ カガミガイ ○ ○ － － －

アサリ ○ ○ － － －
節足動物 ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ イワフジツボ ○ ○ ○ ○ － － －

ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ スジエビ属 ○ － － －
不明 異尾亜目(ヤドカリ類) ○ ○ － － －
ﾜﾀﾘｶﾞﾆ イシガニ ○ － － －
ｲﾜｶﾞﾆ ケフサイソガニ ○ ○ － － －

原索動物 ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ カタユウレイボヤ ○ ○ － － －
ﾓﾙｸﾞﾗ マンハッタンボヤ ○ － － －
ｼﾛﾎﾞﾔ シロボヤ ○ ○ － － －

脊椎動物 ﾎﾞﾗ ボラ ○ － － －
ﾈｽﾞｯﾎﾟ ネズッポ ○ － － －
ﾊｾﾞ ウキゴリ属 ○ － － －

マハゼ ○ ○ － － －
シマハゼ類 ○ － － －
チチブ属 ○ － － －
ハゼ科 ○ － － －

ﾌｸﾞ クサフグ ○ － － －

夏季調査2010年7月26日～28日
重要種

種　　名

測線 潮間帯 重要種

測線 潮間帯

夏季調査2010年7月26日～28日

門

門 種　　名

科

科
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底生動物・潮間帯生物の採取分析結果 

 

夏季調査結果（平成 22 年 7 月 26 日～28 日） 

 

夏季調査2010年7月26日～28日

SL-1-①
沖合17m

SL-1-②
沖合50m

SL-1-③
沖合100m

SL-1-④
沖合600m

SL-2-①
沖合17m

SL-2-②
沖合50m

SL-2-③
沖合100m

SL-2-④
沖合600m

SL-1
高潮帯

SL-1
中潮帯

SL-1
低潮帯

SL-2
高潮帯

SL-2
中潮帯

SL-2
低潮帯

環境省RL 千葉県RL WWF

海綿動物 不明 DEMOSPONGIAE 尋常海綿綱 ○ － － －
刺胞動物 ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ Haliplanella lineata タテジマイソギンンチャク ○ ○ － － －

不明 Actiniaria イソギンチャク目 ○ ○ ○ － － －
へん形動物 不明 Polycladida ヒラムシ目 ○ ○ － － －
ひも形動物 不明 NEMERTINEA ひも形動物門 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － －
環形動物 ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe  sp. Harmothoe属 ○ － － －

ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Eumida  sp. Eumida属 ○ － － －
Eteone  sp. Eteone属 ○ ○ ○ － － －
Genetyllis  sp. Genetyllis属 ○ － － －
Eulalia  sp. Eulalia属 ○ ○ ○ － － －
Phyllodocidae サシバゴカイ科 ○ － － －

ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromaus  sp. Ophiodromaus属 ○ － － －
ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra phuketensis クシカギゴカイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － －
ｼﾘｽ Typosyllis adamanteus kurilensis シロマダラシリス ○ ○ ○ ○ － － －
ｺﾞｶｲ Ceratonereis erythraeensis コケゴカイ ○ ○ ○ ○ ○ － － －

Pseudonereis variegata デンガクゴカイ ○ ○ ○ ○ － － －
Neanthes succinea アシナガゴカイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － －
Nereis heterocirrata ヒゲブトゴカイ ○ ○ － － －
Nereis pelagica フツウゴカイ ○ ○ － － －

ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys polybranchia ミナミシロガネゴカイ ○ － － －
Nephtys caeca ハヤテシロガネゴカイ ○ ○ ○ － － －

ﾁﾛﾘ Glycera  sp. Glycera属 ○ ○ ○ ○ ○ － － －
ﾅﾅﾃｲｿﾒ Diopatra sugokai スゴカイイソメ ○ ○ － － －
ｲｿﾒ Marphysa sanguinea イワムシ ○ ○ ○ － － －
ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Scoletoma longifolia カタマガリギボシイソメ ○ ○ ○ ○ － － －
ｽﾋﾟｵ Aonides oxycephala ケンサキスピオ ○ － － －

Scolelepis  sp. Scolelepis属 ○ － － －
Rhynchospio  sp. Rhynchospio属 ○ ○ ○ ○ ○ － － －
Paraprionospio  sp. Type A ヨツバネスピオA型 ○ ○ ○ ○ － － －
Polydora  sp. Polydora属 ○ ○ ○ － － －
Pseudopolydora  sp. Pseudopolydora属 ○ ○ ○ － － －

ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Cirriformia tentaculata ミズヒキゴカイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － －
ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ Armandia sp. Armandia属 ○ ○ ○ ○ ○ － － －
ｲﾄｺﾞｶｲ Capitella sp. Capitella属 ○ ○ － － －

Mediomustus sp. Mediomustus属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － －
ﾀﾏｼｷｺﾞｶｲ Arenicola brasiliensis タマシキゴカイ ○ ○ － － －
ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Hydroides ezoensis エゾカサネカンザシ ○ ○ － － －

軟体動物 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Acanthochitona achates ヒメケハダヒザラガイ ○ ○ － － －
ﾀﾏｷﾋﾞ Littorina brevicula タマキビガイ ○ ○ ○ ○ － － －

Nodilittorina radiata アラレタマキビ ○ ○ － － －
ｱｯｷｶﾞｲ Thais clavigera イボニシ ○ ○ ○ ○ － － －
ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ Crepidula onyx シマメノウフネガイ ○ ○ ○ － － －
ﾑｼﾛｶﾞｲ Reticunassa festiva アラムシロガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － －
ﾌﾈｶﾞｲ Scapharca kagoshimensis サルボウガイ ○ － － －
ｲｶﾞｲ Musculista senhousia ホトトギスガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － －

Mytilus galloprovincialis ムラサキイガイ ○ ○ － － －
Xenostrobus securis コウロエンカワヒバリガイ ○ ○ ○ － － －

ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Crassostrea gigas マガキ ○ ○ － － －
ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Phacosoma japonicum カガミガイ ○ ○ ○ ○ ○ － － －

Mercenaria mercenaria ホンビノスガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － －
Ruditapes philippinarum アサリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － －

ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ Petricola  sp. cf. lithophaga ウシカラシオツガイ ○ ○ ○ － － －
ﾊﾞｶｶﾞｲ Mactra chinensis バカガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － －

Mactra veneriformis シオフキガイ ○ ○ ○ ○ ○ － － －
ﾆｯｺｳｶﾞｲ Macoma incongrua ヒメシラトリガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － －

Nitidotellina hokkaidoensis サクラガイ ○ － － －
ﾏﾃｶﾞｲ Solen strictus マテガイ ○ － － －
ｵｵﾉｶﾞｲ Mya arenaria oonogai オオノガイ ○ － － 危険

節足動物 ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ Chthamalus challengeri イワフジツボ ○ ○ ○ ○ － － －
ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus amphitrite タテジマフジツボ ○ ○ ○ ○ － － －

Balanus improvisus ヨーロッパフジツボ ○ － － －
ﾀﾅｲｽ Zeuxo normani ノルマンタナイス ○ ○ ○ ○ － － －
ｺﾂﾌﾞﾑｼ Dynoides dentisinus シリケンウミセミ ○ ○ ○ － － －
ﾌﾅﾑｼ Ligia sp. フナムシ属 ○ ○ － － －
不明 Cumacea クーマ目 ○ ○ － － －
ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Melita  sp. Melita属 ○ ○ ○ ○ ○ － － －
ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Corophium acherusicum アリアケドロクダムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － －
ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ Grandidierella japonica ニホンドロソコエビ ○ － － －
ｴﾋﾞｼﾞｬｺ Crangon sp. エビジャコ属 ○ ○ － － －
ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ Pagurus dubius ユビナガホンヤドカリ ○ ○ ○ ○ － － －
ｺﾌﾞｼｶﾞﾆ Philyra pisum マメコブシガニ ○ － 一般保護生物 －
ｲﾜｶﾞﾆ Hemigrapsus penicillatus ケフサイソガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － －
ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ Hyale barbicornis フサゲモクズ ○ ○ ○ － － －

Hyale sp. モクズヨコエビ属 ○ ○ － － －
ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ Ampithoe  sp. Ampithoe属 ○ ○ ○ － － －
ﾕｽﾘｶ Chironomidae ユスリカ科 ○ ○ － － －
ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ Dolichopodidae アシナガバエ科 ○ ○ － － －

原索動物 ｼﾛﾎﾞﾔ Styela plicata シロボヤ ○ ○ ○ － － －

門
重要種測　　線 潮間帯

種　　名科

夏季調査2010年7月26日～28日

SL-1-①
沖合17m

SL-1-②
沖合50m

SL-1-③
沖合100m

SL-1-④
沖合600m

SL-2-①
沖合17m

SL-2-②
沖合50m

SL-2-③
沖合100m

SL-2-④
沖合600m

SL-1
高潮帯

SL-1
中潮帯

SL-1
低潮帯

SL-2
高潮帯

SL-2
中潮帯

SL-2
低潮帯

環境省RL 千葉県RL WWF

緑藻植物 ｱｵｻ Enteromorpha sp. アオノリ属 ○ ○ ○ － － －
Ulva sp. アオサ属 ○ ○ ○ ○ － － －

ｼｵｸﾞｻ Cladophora sp. シオグサ属 ○ ○ － － －
ﾊﾈﾓ Bryopsis sp. ハネモ属 ○ ○ ○ ○ ○ － － －

紅藻植物 ｵｺﾞﾉﾘ Gracilaria sp. オゴノリ属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － －
ﾌｼﾞﾏﾂﾓ Polysiphonia sp. イトグサ属 ○ － － －

重要種測　　線 潮間帯
門 科 種　　名

注）重要種の根拠資料 

環境省 RL ：環境省（2006）環境省報道発表資料 鳥類、爬虫類、両生類及びその他無脊椎

動物のレッドリストの見直しについて（平成 18 年 12 月 22 日） 

環境省（2007）環境省報道発表資料 哺乳類、汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、

植物 I 及び植物 II のレッドリストの見直しについて（平成 19 年 8 月 3 日）

千葉県 RL ：千葉県（2006）千葉県レッドリスト動物編 2006 年改訂版 

      千葉県（2004）千葉県レッドリスト植物編 2004 年改訂版 

WWF    ：（財）世界自然保護基金日本委員会（1996）WWF Japan サイエンス レポート 第

3 巻 特集：日本における干潟海岸とそこに生息する底生生物の現状 

巻末資料 
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